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スタブルカルチベーションの現在
近年、スタブルカルチベーションの作業目的
は、多方面で変化してきました。以前のスタ
ブルカルチベーションは除草と耕起が主な
目的でした。しかし今日では、耕地では大
抵の場合、除草剤の使用によって雑草は
ほとんどなくなっています。そのため、穀物に
混じる雑草の種は、ごくわずかなものになっ
ています。

大量の藁（ストロー）

今日では、コンバイン収獲機は幅広い切
断ユニットを用いて大量のストローを処理す
る必要があり、往々にしてシュレッダーでは
この大量のストローを最適に細断できず、
まんべんなく散布することもできません。特
に、後に簡易耕起を行う場合には、これら
の大量の有機物および自生穀物を集約
的に混和することが非常に重要です。同時に、
水分の損失を防ぐためには、土中の毛細管現象
を断ち切らねばなりません。これらの条件に適合し
たスタブルカルチベーションと、比較的深い苗床準
備がますます重要になるのです。

LEMKENのインテンシブカルチベーターカラット
ならば、表土の処理だけではなく、中耕も深耕も、複
数の段階で可能です。表土の耕起では、まず
最初の作業手順で、専用に形作られたウィング
シェアを用いて自生穀物と有機物を表面近く
から土中に混和します。自生穀物は土中の
浅い位置に止まり、短時間で発芽できま
す。

第2の作業手順は、約2週間後です。同じ
カルチベーターを使い、今度は約10～15 
cmの深さまで処理を行います。カルチベー
ターのシェアがウイングシェアによって、地表
の植生の根本に土中で切り込み、植生を
幅広く切断して、実生を根こそぎにします。
このとき、インテンシブカルチベーターのカラッ
トは、ストローと有機物を集約的に混和し
て、まんべんなく土中に散布します。

簡易耕起に丁度いい

後に耕地を簡易耕起で耕す場合、表土
に大量のストローが含まれるとすれば、イン
テンシブカルチベーターのカラットによって、第3の
作業手順で30cmまでの深さの混和が
可能です。この様に深く耕起することによって表
土は全体的にほぐされ、表土中のストロー
の集中が抑えられて、簡易耕起を成功さ
せる重要な前提条件となります。
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カラット 9 – 集約的

作 業  幅　3  ～ 7  ｍ の  場  合 、インテンシブ 
カルチベーターカラット 9のタインは、中程
度のタイン間隔約28cmでカルチベーター
のフレームに装着され、土とストローが十分
に混和されます。左右対称のタイン配置
が、 横ブレのない作業を保証します。

全ての要望に応えて
異なる形状のシェアを使い分けることで、そ
れぞれの要求に最適な作業力に調整でき
ます。例えば、ウイングシェアが平らに幅広く
耕起するのに対して、次に深さ10～15cm
の作業手順はウイング付きまたはウイング
無しで行い、30cmまでの作業手順は  
スリムシェアで行うことができます。このとき、
スリムシェアは、牽引力の必要性を無駄に大きくす
ることなく、集約的に耕起します。クイックチェ
ンジシステムにより、各種シェアをツール無しで
簡単に素早く交換できます。 

タイン後ろのディスクプラウは、ストローと土
壌をもう一度混和し、表土を確実にならし
ます。鎮圧ローラーは必要とされる鎮圧に
優れた能力を発揮します。LEMKENの
ローラープログラムは、全ての土壌条件に
最適なローラーを提供しています。

LEMKENでは、さまざまな作業幅、マウン
トタイプを装備したインテンシブカルチベーター
カラットをご用意しています︓

 • 作業幅3/3.5/4m、 直装型、固定
式。

 • 作業幅4/5m、直装型、油圧折り畳
み式で搬送幅3m以下。

 • 作業幅4/5m、牽引搬送用車輪付
き、油圧折り畳み式で搬送幅3m以
下。

 • 作業幅4/5/6/7m セミマウント式で
油圧折り畳み式で搬送幅3m以下。
トラクターのロアリンクに装着されま
す。全ての カラットの搬送高は4m
以下です。

 • 全てのインテンシブカルチベーター
カラットのバリエーションには、シェアボ
ルト式または自動過負荷保護装置に
よる、石に対する保護装置を装着で
きます。
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カラット 12 - さらに集約的に
カラット 12は、特に重い土壌での不耕起
栽培において、浅耕用および深耕用の使
用に優れています。90-80-90cmという
ビ ーム間隔によって、4列タインで突き刺し間
隔23.4cmの場合、十分な 余裕が生じ、
詰まることなく 作業ができます。左右対称
の タイン配置が横振れを防ぎ、機械の傾

きを 抑えるので、接続走行 が 最適化されます。
タイン第1列に隣接して配置されたデプスホ
イールが、カルチベーターの最適な追従性
を保証します。
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浅耕から深耕までスピーディに

表面から中程度の深さまでのスタブルカル
チベーションも、簡易耕起のための表層に
おける播種床準備も、1台の機械でするこ
とによって投資と運用経費が節減できま
す。 

 • そのために、カラットには クイックチェンジ
システムが標準装備されています。

 • 交換用シェアフットは、スリムシェアごと全
体が取り付け部にフラップコネクターで固
定されていますので、ツール無しで簡単に
取り外しができ、深耕用のスリムシェアに
取り替えられます。 

• 摩耗した部品は、修理工場に依頼す
ることなく、例えば機械の安全性を確
保するための追加作業の必要なし
に、 ご自分で簡単に交換できます。こ
れにより整備時間を大幅に短縮できま
す。

ツールの素早く簡単な交換

ウィングシェアを装着したカラットは、最初
の表層のスタブルカルチベーションに最適で
す。 

• 23.4cm（カラット 12）または
28cm（カラット 9）のプラウ間隔は、
作業深度が浅い場合でも確実に土
壌の全面にわたって集約的にストロー
を鋤込みます。

 • 土中の毛細管現象が全て断ち切られ
るので、土壌の乾燥が防がれます。 

 • 希望する混和の状態と必要とされる牽
引力を考慮して、それに最適なシェアポ
イントの形状になっています。シェアポイ
ントおよび 支持部は、それぞれ1本の
ボルトだけで固定されています。 

土壌の全面にわたる最初の表層のスタブルカルチベーション
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LEMKENカルチベーターのシェアは、様々な
使用条件に合わせた作業深度5
～30cm用の8種類の異なるシェア形状、
ならびに、高硬度金属コーティングされた新

型のシェアポイントおよびウィングシェアが特
徴です。

 • 摩耗部品の長い寿命を達成するため
に、シェアポイントには摩耗防止コーティ

ングが標準で施されています。付属品と
して、ポイントには 超高硬度鋼が 装備
されています。

4枚の溶着された超硬合金プレートが、
極めて長いシェアポイントの寿命を保証し
ます。

 • 強化されたキャリア素材によって、 超
硬合金と鋼の摩耗 とのバランスが最
適化されています。

 • シェアポイントのコーンおよび重なった
先端部には的確な素材を使用するこ
とにより、 取り付けボルトの頭部が摩
耗するのを防ぎます。

最初の表土の作業手順用ウィングシェア – 集約的に混和する深耕用スリムシェア

K 8 P

カラット 12のみ

KL 8 KL 8 KL 10 KL 10 S
K 6 KL 8 KL 10 KL 10 S

K 8 P K 12 P K 12 P K 8 P K 12 P K 12 P

KF 25 KF 30 KF 30 KF 30KF 25 KF 30 KF 30 KF 30

K 8 H

K 6 H

K 8 H

KF 30 H

KL 8
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取り扱いやすさもカラットの特徴

土中に石などの障害物があった場合、タイ
ンはメンテナンスフリーの自動過負荷保護
機能によって上方および後方へ動いてこれ
を避け、障害物を越えるとすぐに再び作業
位置に戻ります。 

 • 回避可能な高さが高く、1つのタインあた
りのトリップ力が5,500N （550kg）
と大きいため 、比較的深い作業深度
でも問題なく作業ができます。 

 • タインが岩または根の下に食い込んで
も、追加のシェアボルトがカラットを保
護します。

 • 鍛造された堅牢なフレームと安定したス
プリングが、大きな連続負荷にも耐えぬ
きます。

メンテナンスフリーのノンストップ
過負荷安全機能付きで高い
走破性能

インテンシブカルチベーターカラットの作業
深度が変更されると、花形ディスクプラウ
は自動的に新しい作業深度へ調整されます。 

• 平行四辺形フレームにより、花形ディスク
プラウと鎮圧ローラーは常に正しい位置
に保たれます。 

• 折り畳み式のカラットでは、各ローラー・デ
ィスクプラウユニットについて、傾きが常に
一定になるよう調整されるので、走行は
滑らかで深度は一定に保たれます。 

作業深度ごとに
花形ディスクプラウを
自動調整

全ての直装型のインテンシブカルチベーター
カラットは、 作業深度5～30ｃｍの微調
整をツール無しで行えます。

 • 作業幅3/3.5mの　機種では、調整
は、機械後部でアクセスしやすい側面の
スリットから差し込みピンで行います。

• 4ｍ幅、固定式または、折り畳み式の
機種では、機械前部の左右にある2つの 調整
装置で深度調整を行います。

アクセスしやすい 
深度調整

8



セミマウント式のカラットは、油圧振動調整機構
を標準で搭載しています。それによって、作業深
度は、作業中でもトラクターキャビンから、鎮
圧ロ ーラーを介して無段階で快適に調整
可能です。 

 • LEMKENはここでも完璧な操作性を
目指しました：作業深度を変更して
も、花形ディスクプラウの再調整は必要
ありません。 

 • 正確な深度制御のために、各ローラー・
ディスクプラウユニットは、傾きが常に一定
になるよう調整され、走行がなめらかで
深度が一定に保たれます。

操作しやすい　 
油圧　 
深度調整 

深さ30cmまでの深耕では、土壌が集約
的に耕起されるので、　そのために、続いて
鎮圧を行う必要があります。 

• セミマウント式カラット用のパッカーローラ
ーは、特にこの条件に合わせて設計され
ています。フロントのパッカーローラーは土
壌を鎮圧し、リアはそのダブルローラーで
最適な播種床を作ります。

• 最大600mmまでの大きな直径ローラー
によって必要な 牽引力が大幅に削
減されます。

鎮圧が必用ない場合には、カラットカルチ
ベーターはローラー無しでも作業が可能です。
このとき、深度制御は走行装置を介して
行います。カラットは、オプションでタインが
追加でき、このタインが走行跡を再びほぐし
てくれます。

 • 霜立ちは簡易耕起にも利用できます。

 • 春には、耕地の乾きが速くなります。

深耕　 
でも良好な鎮圧

ローラーを用いない耕作
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牽引力の最適な伝達

セミマウント式インテンシブカルチベーターカラッ
トは、標準（カラット 9）またはオプション
(カラット 12）で、油圧式トラクションアシ
スタンスを装備しています。

• ガス圧力式アキュムレーター付の油圧
シリンダーによ って、このような好ましい効
果が得られます。トラクターと作業機を
連結する場合には、トップリンク結合点
およびカルチベータ ーの牽引バーにこの
油圧シリンダーが取り付けられます。

10cm (4“)の作業深度では、面積効率が2％向上し、 
燃料消費が14％少なくなります

20cm (8“)の作業深度で面積効率が6%向上し、 
燃料消費が22％少なくなります

• LEMKEN カラット 9/500 KUA

 • シェア型式 K8P + KF30

 • 軽から中程度の土壌条件

 • 作業速度10km/h

燃料消費量 リッター/ha
面積効率 ha/h

事前に16barの圧を与えておけば、トラ
クターの後軸に1.5～2トンの負荷を追
加できます。シリンダーの長さが変化す
ることにより、起伏を通過する場合の上
下の動きを補正し、カルチベーターの作
業深度を常に正しく保ちます。油圧式
トラクションアシスタンスは、まるでインテ
リジェントバラストのような効果を発揮し
ます。駆動力が理想的に配分されるこ
とによってスリップが減り、それによって燃
料が節約できます。

馬力のそれほどない、または車輪ににそれ
ほど荷重の掛かっていないトラクターで
も、難しい深い土壌の耕起が可能となりま
す。

 • この「インテリジェントバラスト」は
スリップを減らし、それによって、燃費を節
約します。

油圧式トラクションアシスタンスでスリップを減らす

トラクションアシスタンスの「有り」と「無し」での比較データ

雑誌「traction」2015年5/6月号の記事  
「Mehr Zug,Mehr Effekt? (大きな牽引、大きな効果?)」より

約180 bar

+約1.6トン

5.0 4.3 5.2 4.04.9 5.0 4.8 5.1

無し 
トラクションア
シスタンス

浅耕
10 cm (4“) 20 cm (8“)

中耕

{ {

有り 
トラクションア
シスタンス

無し 
トラクションア
シスタンス

有り 
トラクションア
シスタンス
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カウンタートラックを用いた一定の作業深度

カウンタートラック - 
凸地での深度制御

カウンタートラック - 
凹地での深度制御

起伏のある圃場で作業する農家が頻繁に
直面する問題として、セミマウント式カルチベ
ーターが凹地を通過する際には深度が不
十分になり、凸地を通過する際には深くな
りすぎる、ということがあります。その際にオペ
レーターが手動で調整するのは難しく、繊
細な操作技量が必要になります。作業ユ
ニット後ろの空間にあるシャシーの回転軸、
およびさらなる油圧シリンダーを介して、セミ
マウント式のカラット 9またはカラット12では
作業深度が自動的に調整されます。

 •平地で希望する作業深度に設定する
と、トラクターには特定の荷重が掛かります。
そうすると、耕地の状態が変わってもト
ラクターに掛かる荷重は同じでなけれ
ばなりません。長さがおよそ8mのセミマ
ウント式カラットは、これまでは、

凹地または凸地をする際に自動ではこの
荷重を保つことができませんでした。カル
チベーターは、これが調整されなければ、
凸地を超える際には作業深度が深く、
一方凹地を通過する際は希望する作
業深度よりも浅くなり、トラクターの負担
が軽くなったり、必要な牽引力が大きく
増加したりします。 

 •セミマウントシャシー後部のタイン取り付
け部に追加された油圧シリンダーは、
シャシーの支点からローラー/花形ディス
ク部を制御し、地面の形状に追従しま
す。それによって、トラクターに掛かる荷重
は一定となり、こうして作業深度も一
定に保たれます。 

 •この単純ながら効果的な装置は、オプシ
ョンとしてセミマウント式カラットカルチベー
ターに装着可能です。それによって、生産者
の受ける恩恵は、すぐに倍増します。ト
ラクションアシスタンスで燃料を節約し、起
伏のある土地でもトラクターとカルチベー
ターを土地の状態に最適に追従させる
ことで、最適の作業結果が得られるので
す。
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セミマウント式インテンシブカルチベーターカラッ
トでは、走行装置がカルチベーターの
シャーシ内に統合されています。それに
よって、カルチベーターは非常にコンパクト
化され、安定し、大幅に操縦性が向上し
ます。 
• 優れた重量配分により、最適な鎮圧を

実現する重量のある鎮圧ローラーの装
着が可能となりました。

 • カップリングポイントとセミマウントホイール
との間隔が狭いので、セミマウント式カ
ラットは枕地での操縦が非常に容易で
す。

 • 鎮圧ローラー（オプション）無しでの耕起
の場合、深度制御は走行装置を介し
て行います。

統合された走行装置が 
操縦性を向上させる

カラット KAとKTA – 時代の先端を行く技術

これまで、作業機用ローラーの選択は主に
トラクターの馬力と、輸送時のフロントアクス
ルに必要な荷重配分で決まっていました。
そのため、特に比較的長い作業機には、破
砕能力に優れた重量のあるローラーを装
着することができませんでした。

 • コンパクトで安全な輸送

 • 簡単で経済的な セミマウント装置

• 優れた荷重配分により、最適な鎮圧を
実現する 重量のある鎮圧ローラーの装
着 が可能となりました。

 • このようなセミマウントでは、ブレーキ設備
の必要がありません。

 • オプションでトラクションアシスタンス
および油圧式作業深度調整が装備
可能です。

安全で経済的な輸送
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型式
タイン/ 

ダブルディスク + 
シングルディスク

条間
(cm)

フレーム間隔
(cm)

作業幅 
(m)

輸送幅 
(m)

最大長 
(タンデムハロー)  

(m)

重量 
ハロー無し 
(約kg)

トラクター馬力 

kW             PS

直装型、固定式

カラット 9/300 11/3 27 70 3 3 3.851 850 77-110 105-150 

カラット 9/350 12/3+1 29 70 3.5 3.54 3.851 950 90-129 122-175 

カラット 9/400 14/4 28 70 4 44 3.851 1,050 103-147 140-200 

直装型、固定式、自動過負荷保護機能付き

カラット 9/300 U 11/3 27 70 3 3 4.151 1,150 77-110 105-150 

カラット 9/350 U 12/3+1 29 70 3.5 3.54 4.151 1,315 90-129 122-175 

カラット 9/400 U 14/4 28 70 4 44 4.151 1,480 103-147 140-200 

直装型、油圧折り畳み式

カラット 9/400 K 14/4 28 70 4 3 3.851 1,665 103-147 140-200 

カラット 9/500 K 17/5 29 70 5 3 3.851 1,855 129-184 175-250 

直装型、油圧折り畳み式、過負荷防止装置付き

カラット 9/400 KU 14/4 28 70 4 3 4.151 2,125 103-147 140-200 

カラット 9/500 KU 17/5 29 70 5 3 4.151 2,465 129-184 175-250 

シェアボルト付きタイン

カラット 9/400 KTA 14/4 28 70 4 3 8.35 3,165 103-176 140-240 

カラット 9/500 KTA 17/5 29 70 5 3 8.35 3,355 129-221 175-300 

自動過負荷保護およびシェアボルト付きのタイン

14/4 28 70 4 3 8.35 3,625 103-176 140-240 カラット 9/400 KUTA 

カラット 9/500 KUTA 17/5 29 70 5 3 8.35 3,965 129-221 175-300 

セミマウント式、油圧折り畳み式

カラット 9/400 KA 14/4+1 28 100 4 3 8.72. 3 3,747 103-206 140-280 

カラット 9/500 KA 18/6 28 100 5 3 8.72. 3 4,157 129-257 175-350 

カラット 9/600 KA 21/7 29 100 6 3 8.72. 3 4,557 154-309 210-420 

カラット 9/700 KA 25/8 28 100 7 3 8.72. 3 5,067 180-360 245-490 

セミマウント式、油圧折り畳み式、自動過負荷保護付き

カラット 9/400 KUA 14/4+1 28 100 4 3 8.72. 3 4,167 103-206 140-280 

カラット 9/500 KUA 18/6 28 100 5 3 8.72. 3 4,697 129-257 175-350 

カラット 9/600 KUA 21/7 29 100 6 3 8.72. 3 5,177 154-309 210-420 

カラット 9/700 KUA 25/8 28 100 7 3 8.72. 3 5,567 180-360 245-490 

17/4 23.4 90/80/90 4 3 9.01.2 5,330 132-252 180-340

21/5 23.4 90/80/90 4.93 3 9.01.2 5,590 165-315 224-425

25/6 23.4 90/80/90 5.87 3 9.01.2 6,520 198-378 270-510

カラット 12/400 KUA 

カラット 12/500 KUA 

カラット 12/600 KUA 

カラット 12/700 KUA 29/7 23.4 90/80/90 6.80 3 9.01.2 7,270 231-441 314-595

1 DRF 400/400装着時 
2 PPW 600/540装着時
3 長い牽引バーの装着時は+0.5m
４ 一部の国では公道で許可されている輸送幅を超過

主要諸元
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レムケン純正部品は、最先端の生産工
程と徹底的な品質管理、高品質な鋼
材によって、長期間使用するために設計
されています。そのために、すべての純正
部品は、土に接触しない保護された側に
LEMKEN社の登録商標ロゴが付されて
明確に識別されています。
純正部品は、LEMKEN社の情報システ
ムおよび注文システムを介して、常時イン
ターネットでのオンライン注文が可能で
す。

最高のサービス期間を約束する純正部品

サービスが決め手

万が一、LEMKENディーラーにパーツ在庫
が無い場合は、一年365日無休営業の
LEMKEN 物流センターから24時間以内
にその部品が出荷されます。

LEMKEN技術者が提供する

ノウハウ

 A
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RT
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LEMKEN社の作業機をお買い求めいただ
きますと、優れたLEMKENサービスを利用
することができます。LEMKEN車はドイツに
18の工場と支点を置き、世界40ヶ国以
上に販売子会社、輸入会社を持ち、
ディーラーと協力して、作業機やスペアパー
ツを効率的に供給しています。

お客様への最初の納品指導はもちろん、
専門的な保守及び修理をお手伝いいたし
ます。
常に最先端の LEMKEN技術をお届けす
るために、LEMKEN顧客サービス担当者
は、定期的に研修を受けています。

日本国内ではLEMKEN社から直接ノウ
ハウを学んだ熟練したサービス技術者が、



LEMKEN GmbH & Co. KG 
Weseler Straße 5 
46519 Alpen, ドイツ
TEL+49 2802 81-0 
info@lemken.com 
lemken.com
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LEMKEN販売店：

株式会社 LMJ
Lemken Marketing of Japan Co., Ltd.
〒061-0215
北海道石狩郡当別町対雁37-16
TEL: 0133-27-6464
FAX: 0133-22-3830
www.lemken-japan.com




